
たからづか
手塚治虫生誕100周年事業
協議会設立セレモニー

宝塚市観光にぎわい課・手塚治虫記念館

日時：令和8年4月25日(土) 12時～13時
場所：手塚治虫記念館 アトムビジョン



01 事業概要 

ふるさと宝塚市として、

さまざまなプロモーションを

実施。

令和10年(2028年）11月3日、　

手塚治虫生誕100年を迎えます。

・手塚治虫記念館への誘客促進

・マンガ・アニメの聖地化推進

・にぎわい創出と地域経済活性化

・100年以降も継続する仕組みづくり
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手塚治虫生誕100年に向けた記念事業は、協議会を立ち上げ、市と関係機関・団

体が協力して推進します。

たからづか手塚治虫
生誕100周年事業協議会
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協議会と手塚プロダクションが連携することで、

地域や民間企業の力を活かしつつ、手塚治虫氏の

公式イメージおよび作品価値を守った記念事業が

実現できる構造とします。
手塚プロダクション 手塚プロダクションへ著作権料等を支払い、

作品使用許諾や監修を依頼する。

※今後、市包括連携協定先の大学や企業などに協力を求めていきます。

【事務局】宝塚市観光にぎわい課・手塚治虫記念館
※協議会運営や事業者進捗管理等を企業に委託する場合あり

・兵庫県阪神北県民局・エフエム宝塚
・宝塚青年会議所（JC）
・宝塚小学校区まちづくり協議会

・宝塚商工会議所
・宝塚市国際観光協会
・宝塚市文化財団

【協議会メンバー（案）】

推進体制02 －協議会の概要－

事業協議会 企画・調整・資金管理・広報など、100周年

事業の全体運営を担う。

・手塚治虫氏や本市とゆかりのある企業、大学、自治体など
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 2. 資金・スポンサー調整

 • 民間企業の協賛金や寄付金を活用し、記念事業の予算確保。

 • 公的補助金・助成金などの活用の検討。

3. 広報・普及活動

 • 記念イベントや関連グッズ、展示会の告知。

 • 市民やファン、国内外への情報発信。

 4. 地域振興との連携

 • 観光・文化振興と連動させることで地域活性化を図る。

1. 記念事業の企画・調整

 • 展覧会、イベント、講演会、出版物などの計画を立案。

 • 地域・民間企業・教育機関との連携スケジュールを調整。

推進体制02 －協議会の役割－



03 スケジュール

2026年

2027年

2028年

2029年
総括・実績報告、今後の方針確認
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協議会立ち上げ、アイデア出し、事例研究

計画策定、協賛募集

広報実施、効果検証

4～6月

7～9月

10～12月

イベント・プロモーション準備

イベント・プロモーション実施、効果検証 

1～6月

7～12月

イベント・プロモーション実施

生誕100年

イベント・プロモーション実施、効果検証

1～6月

11月3日

7～12月

1～3月



04 ターゲット

マンガ・アニメが

好きな人

インバウンド

手塚治虫ファン

市民

etc...
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05 手塚治虫ゆかりのスポット①

・手塚治虫記念館

・千吉稲荷神社（猫神社）…手塚少年が昆虫採集していた森。

・下ノ池（瓢箪池）…蝶や生き物を見つけるのに夢中になった。

・花のみち…花の中で桜が一番好き「故郷の宝塚は桜の名所」

・宝塚大劇場…母に連れられ大劇場に通う歌劇ファン。

・宝塚ホテル…家族そろって食事し、自身の結婚式も行った。

・JR宝塚駅…「すきっ腹のブルース」で登場。

・阪急宝塚駅…駅前の商店街で駄菓子を買い、八尾薬局でマンガを買った。

・宝塚昆虫館…宝塚ファミリーランド内に設置。標本は大阪市立科学博物館へ寄贈。
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05 手塚治虫ゆかりのスポット②

・宝塚市御殿山の旧家（5～24歳、1932年～）

・豊中市の生家（1928年～1932年）

・大阪教育大学附属池田小学校（池田市）

・大阪大学附属医学専門部（中之島）

・トキワ荘（東京都豊島区）…1953年から1年間暮らしマンガを執筆。

・並木ハウス（豊島区）…トキワ荘の次に住んでいたアパート。

・東京東久留米の自宅…1980年から1989年に亡くなるまでの10年間を過ごした。

・新座スタジオ（埼玉県）…アニメーション制作のスタジオ。手塚の仕事場が保存。

・手塚プロダクション（高田馬場）…アトムが高田馬場の科学省で誕生という設定。
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